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域システムの構築をはかったのである。 1977年には設置卸居数が当初計画の66脂 (66ヶ所)から58庖 (60
ケ所)に修正され、導入スケジューノレも各卸唐の個々の事情も掛酌されて変更が加えられた。また、前
述のように、ライオン油脂の卸庖援助費目のなかで最大であった土地購入費・建築費についてはライオ
ン油脂負担とせず、銀行融資の斡旋などに切り替えられた。 1977年4月時点では、 13ヶ所に及ぶ配送セン
ターが設置され、その取扱い物流量も全体の10%を占めるにいたっている。
しかしながら、との時点ですでにいくつかの間題が顕在化していた。その第1は、計画移送の問題で
ある。これに関しては、まず、各拠点とも、販売の予測と現実のズレによって移送日程表の変更が必要
となり、配車計画や積載品種の変更に直面して、その対応に苦慮する状況が生じていたのである。また
上旬、中旬、下旬ごとの移送要望であるので、生産計画と連動しにくく、数量確保のために補助倉庫の
在庫が 1時的に増加することにもなっていた。上旬、中旬、下旬ごとの移送要望は、積載品種の増加を
来して、積載効率を低下させることにもなっていた。さらに、割当品や緊急に追加される移送要望品は、
少量であることが多いので、輸送手段すなわちパレット輸送かパラ輸送か、などの選定が難しく、コス
トアップになっていたのである。また保管・輸送のパレット化に関しては、保管パターンと輸送パター
ンが一致していないために、保管と輸送の接点での積み替え作業の負担が大きくなっていたのである。
したがって、目標とする一貫パレチゼーションには、ほど遠い状態であったといえよう。
おわりに
本研究では、以上のように、業界首位の花王を追うライオン油脂の動向を中心に、その流通の合理化・
近代化の実態について検証した。ライオン油脂のそうした流通戦略は、自社の流通システムの合理化と
レベル・アップに結実した。しかしながら、その背景にあった競争企業のレベノレを乗り越えるまでには
至らなかったといえる。それは、ここで検討の対象の時期とした以前の段階において規定された、動か
し難い経営風土・組織能力の差異があったからであると推測される。本研究で明らかにされた成果をふ
まえて、今後は、そうした前段階の時期の歴史的規定性の検証に進むことにしたい。
(ささき さとし)
-322-
